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1．はじめに 

 左官コテを用いてコンクリートの床を平らに均す

作業や，壁面に漆喰やモルタル等を塗り仕上げる技

能を持つ左官工は，就業者数が最も多かった 1975 年

の約 30 万人から，2019 年には約 2 万人と 1/10 以下

に減少しており，若手入職者の確保・定着が課題と

なっている．左官技能の継承方法は熟練者の技能を

「見て覚える」ことが主体であるため，技能獲得に

長い年月を要し若手入職者が定着しない要因の一つ

となっている．本研究では，仕上げの技能が品質や

見た目を左右するコンクリートの床仕上げに着目し，

早期の技能獲得が可能な科学的根拠に基づくトレー

ニング法の確立を目的として，床仕上げ技能の形式

知化を試みた．コンクリート床仕上げ経験のある職

人と未経験者を被験者として，床仕上げ時の左官コ

テ（以下，金ゴテ）の角度及び作用力の比較と各被

験者が最終仕上げに入るタイミングの計測を行った． 

2．実験概要 

2.1 被験者 

 コンクリート PC 床板を製造している工場におい

て，左官歴 4 年の職人 A と左官歴半年の職人 B，左

官仕上げ未経験の技術者，計 3 名を対象に実験を行

った． 

2.2 試験体概要 

 床仕上げを行う試験体寸法は縦 1000mm，横

1500mm，厚さ 300mm とした．コンクリートは，工

場で製作される製品と同じ配合とし，設計基準強度

50N/mm²である（表-1）． 

2.3 コンクリート床仕上げ動作計測機器 

試験に使用した金ゴテは持ち手を軸としたモーメ

ント，仕上げ面に対する鉛直力，仕上げ面に対する

水平力が測定可能であり，測定可能範囲はそれぞれ，

鉛直力が±100[N]，水平力が±100[N]，モーメントが

±1[N·m]であり，毎秒 1000 回の計測が可能である．

また，金ゴテに 9 軸モーションセンサを貼り付ける

ことで金ゴテの x 軸に対する角度，y 軸に対する角

度及び z 軸に対する角度が計測可能である（図-1）．  

2.4 試験方法 

コンクリート打込みから，セメント分を表面に浮

き上がらせることを目的とする木ゴテを使用した仕

上げ工程までは普段の製造工程と同様に行い，最終

の床仕上げを前節に示す金ゴテを用いて行った．ま

た，木ゴテ仕上げを行った後，最終仕上げを開始す

るタイミングはそれぞれの被験者に判断してもらっ

た．被験者によって異なる仕上げのタイミングを数

値化するために，RGBカメラを用いて木ゴテ仕上げ

後から最終仕上げ前までの反射輝度変化を測定した．

また，仕上げ直前のコンクリート性状(硬さ)を貫入

量から求めるために，プロクター貫入試験と N 式貫

入試験を行った．更に，技能特性と床仕上げの品質

との関係性を明らかにするために，硬化後の表層品

質評価を表層透気試験(トレント法)による密実性と

3D スキャナによる平坦性の評価により行った．
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図-1 計測金ゴテの概要 

表-1 コンクリート配合表 
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3．実験結果 

本研究では，金ゴテへ加わったモーメント，鉛直

力，水平力と仕上げ面に対する角度を「コテ動作」

（図-2），1 回の仕上げ動作の金ゴテの移動距離，移

動速度を「均し動作」（表-2）とする． 
3.1 密実性とコテ動作の比較 

 表-3 に示す表層透気係数が小さいほど表層が密

実であることを意味しており，職人 B の仕上げ面の

密実性が低く職人 A の仕上げ面の密実性が高い．図

-2 に示すコテ動作の中で職人 A と職人 B の結果に

大きな差異があるものは鉛直力であり，職人 A の結

果が職人 B の結果より 2 倍以上大きい。次に，y 軸

に対する角度が，職人 A が職人 Bの約 1/3 倍，未経

験者の約 1/2 倍小さい．このことから，十分な鉛直

力と y 軸に対する角度を小さくすることが表面を密

実にするために重要だと考えられる．  

3.2 平坦性とコテ動作の比較 

 表-3 に示す仕上げ面の高低差が小さく変動係数

が小さいものは平坦性が良いとし，職人 A，職人 B，

未経験者の順で平坦性が良い結果になった．図-2に

示すコテ動作の中で職人Aの結果が他の被験者の結

果と比べ特出しているものは水平力であり，職人 A

の結果が他の被験者の結果より約 2 倍大きくなって

いる．次に，x 軸に対する角度が，職人 A が職人 B

より約 1.5 度，未経験者より約 3 度小さい．このこ

とから，十分な水平力と x 軸に対する角度を小さく

することが表面を平坦にするために重要であると考

えられる． 

3.3 密実性及び平坦性と均し動作の比較 

職人Aは仕上げ面の密実性が高く，平坦性が良い．

表-2に示す平均移動距離と平均速度から，職人 A の

均し動作は，他の被験者と比べ長い距離をゆっくり

な速度で均す動作である．このことから，金ゴテの

移動距離と移動速度が密実性と平坦性を確保するう

えで重要な技能であることが示唆された． 

 

3.4 密実性と金ゴテ仕上げタイミングの比較 

表-4から，職人 A，職人 B，未経験者の順でコン

クリート打込み後から最終仕上げまでの経過時間が

長く，コンクリート仕上げ面が硬く，反射輝度が低

下した．表-3に示す表層透気試験の結果から，未経

験者が左官歴 4年の職人 Aの密実性に近い品質であ

る．密実性を確保するためには，技能に関わらず最

終金ゴテ仕上げを行うタイミングが影響することが

示唆された． 

4．まとめ 

 本研究の範囲で得られた知見を以下に示す． 

1） 表面を密実にするためには十分な鉛直力と y 軸

に対する角度を小さくすることが重要である． 

2） 平坦に仕上げるためには十分な水平力と x 軸に

対する角度を小さくすることが重要である． 

3） 密実性と平坦性を確保するにはコテを動かす速

度と距離が影響することが示唆された． 

4） コンクリート床仕上げにおいて仕上げのタイミ

ングが密実性に影響することが示唆された． 
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図-2 各被験者の金ゴテに作用する力と角度 

表-4 仕上げタイミング測定試験の結果 

表-3 品質評価試験の結果 

表-2 1 回の仕上げ動作の平均移動距離と平均速度 
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